
◆日時：2018年10月27日（土）10時～15時30分 

◆場所：岡山商工会議所４階大会議室 
   （岡山市北区厚生町３-１-15） 

◆参加申込：定員150名 先着順 

  参加費無料 （申込み等の詳細は裏面をご覧ください） 

◆プログラム（日英同時通訳あり） 

＜10:00～11:30＞ 岡山地域賞受賞候補事業ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

＜11:30～12:30＞ 昼休憩 

＜12:30～14:30＞ グローバル賞受賞事業活動発表 

           参加型パネルディスカッション 

＜14:30～15:30＞ 岡山地域賞・グローバル賞授賞式 

＜16:00～17:00＞ 交流会   

～地域で学び、共につくる持続可能な社会～ 

主催：岡山ESD推進協議会 ESD岡山アワード運営委員会 岡山市 

岡山地域賞候補５事業のプレゼンテーション、グローバル賞受賞事業の活動発表のほか、   
参加型パネルディスカッション、授賞式や交流会を開催します。 
国内外の様々な地域で持続可能な社会づくりやESD（持続可能な開発のための教育）に 
取り組んでいる方々と学び合うチャンスです。是非、ご参加ください！ 

ホームページ：岡山ＥＳＤプロジェクト http://www.city.okayama.jp/esd/top.html 

団体名：シカルプール コミュニティ学習センター   
     ［ネパール］          

持続可能な農業と教育 ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ・ﾏﾚｰｼｱ・ｴｺﾗｲﾌﾁｬﾚﾝｼﾞ 
団体名：RCEイスカンダル [マレーシア］ 

グローバル賞受賞事業 

持続可能な食物の生産と消費を促進するほか、リユー
ス・ビンを活用した教室づくりや太陽光による灌漑システ
ムの導入など自然資源の有効活用等により環境に配慮
しながら若者の雇用づくりや収入向上の取組を行う。 

小学生を対象に、電力・水・石油などのエネルギー使用
量を記録する環境家計簿を活用して低炭素社会づくり
に向けた意識や行動の変容を促進している。イスカン
ダル地域の6年生全員を対象にコンテストも実施。 

 
※昼食は各自ご用意ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜お問合せ・お申込み＞ 申込期限 10月24日(水)   
※当日参加も可能ですが極力事前にお申込みいただけるとありがたいです。 

参加ご希望の方は、参加申込書に必要事項を記入の上、Email、Faxまたは郵送でお申し込みください。 
〒700-8544 岡山市北区大供1-1-1 岡山市市民協働局ESD推進課／岡山ESD推進協議会事務局 
Tel：086-803-1354／Fax：086-803-1777  Email：esd@city.okayama.lg.jp 

ＥＳＤフォーラム/ＥＳＤ岡山アワード2018参加申込書  

ふりがな 

氏 名   ＜必須＞ 

  

所属、団体等 
  

連絡先 
電話番号またはEmail   

交流会への参加希望 
※16‐17時に交流会を開催します。 

いずれかにチェックしてください  
 □参加します。 
 □参加しません。 

ESD岡山アワードとは   ESD（持続可能な開発のための教育）は、誰もが安心して暮らせる社会を
めざして、現代社会が抱える問題を自分の事としてとらえ、あらゆる世代で学び合い、地球全体の未
来のことを考え行動する人の輪を広げていく取組です。 2014年に岡山市で開催されたＥＳＤに関す
るユネスコ世界会議の成果を継承するため、地域コミュニティにおけるESDの優良な取組を顕彰する
賞として2015年に岡山ESD推進協議会、岡山市等が設けた賞です。国内外の取組を対象にした「グ
ローバル賞」と岡山県内の取組が対象の「岡山地域賞」があります。 

岡山地域賞受賞候補５事業のご紹介 

岡山地域賞は、フォーラム当日  
各団体が事業の発表を行い、 
審査会において決定します。 
受賞事業は、授賞式で発表します！ 

ＥＳＤに資する里山の現代的利用 
～南海トラフ地震への対策をめざして～         

団体名：就実・森の学校    

団体名：jam tun 

アフリカと日本をわくわくで繋ぐ  
アップサイクル商品フェアトレード事業 

 
 

団体名：山陽女子中学校・ 高等学校 地歴部 

瀬戸内海の海底ごみ問題の解決に向けた女子 
中高生の挑戦 

団体名：特定非営利活動法人 co2sos   

サイピアにおけるバーチャル科学館の体験 

団体名：三門学区地域のみんなでつながり隊      

三門学区地域のみんなでつながり隊    

セネガルで廃棄される素材やはぎ
れ布から鞄や洋服等を作り、現地の
環境意識向上や収入向上を図る。
岡山ではフェアトレードによる消費
者意識の向上や小学生等を対象と
する講演活動等にも取り組む。 

生徒、学生や地域住民によ
る里山を活用した自然保護
活動から広がった事業。学
び合いと実践を通じて、巨
大地震発生時に避難した
人々が生活できる防災拠点
の構築を図る。 

仮想３D 空間内に設置された

科学館を舞台に、子どもをはじ
め地域住民が地球温暖化や海
洋探検等について学び、意識
や行動の変容を促す機会を提
供。大学生も運営スタッフとし
て参画している。 

瀬戸内海の海底ごみを除去
するとともに、出前授業や展
示会、学会等への参加等を
通じて、生活ごみの流入や沈
積化が引き起こす海底ごみ
の問題に対する理解向上や
意識・行動の変容を促す。 

誰もが安心して住み続けられ
る地域づくりを目指し、学区の
70歳以上の方々を対象に日常

の困り事の支援を無料で行う。
月1回の連絡会においてメン

バー同士で話し合い、主体的・
民主的に運営している。 


